
別紙0

将来装輪戦闘車両のための共通基盤技術

火砲無搭載車両

指揮通信車

補給支援車

人員輸送車

CTA機関砲

単射大反動
連射反動

（ショットボンブ）
制振車体

火砲搭載車両

対空機関砲搭載車

対地機関砲搭載車
（Ⅰ）（人員輸送型）
（Ⅱ）（偵察型）

りゅう弾砲搭載車
迫撃砲搭載車
対戦車砲搭載車
多連装ロケット弾発射機
地雷原処理車

研 究 構 想 図

ファミリー化検討
Ｍ＆Ｓの活用による

システム設計（汎用性）

・車体動揺の抑制
・機動力の向上

機動力 ・小型軽量・多機能化
・装輪車への車載化

火力

CTA弾薬
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ファミリー化する装輪戦
闘車両の開発に活用

※遠隔側合：機関砲の砲口を弾丸が通過する際、炸裂までの時間等を設定する機能

ファミリー化のための装輪戦闘車両の
共通懸架及び機関砲技術

を確立

試験用砲塔40mmＣＴＡ機関砲 ・小型軽量・高発射速度火器の検討
・連続給弾性能の把握
・車載化と砲安定技術の検討

車載時射撃性能

・小型化の検討
・遠隔測合（※）技術の実現

４０ｍｍＣＴＡ弾薬

対地・対空目標に
有効に対処可能

油気圧式
懸架装置

制振車体部

・射撃反動、走行時車体動揺の把握
・振動抑制、機動性向上の検討

ベース車体の機動性能、懸架特性
ファミリー化した装輪戦闘車両の性能
とコストのトレードオフ検討に適用可能

なツール（ソフトウェア）

シミュレーション
プログラム

シミュレーション
の精度向上

試験データ

試 作 品 の 概 要 別紙２



別紙2試 験 実 施 状 況

障害版を使った路外機動試験40mmＣＴＡ機関砲の連続射撃試験

Ｐ
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人員輸送車、戦闘車

救急車、回収車

迫撃砲搭載車、指揮車

対空火器搭載車

人員輸送車

電子戦器材車

レーダ車、指揮車

工兵車、爆発物処理車

ＮＢＣ偵察車

人員輸送車、戦闘車

ミサイル搭載車

迫撃砲搭載車

指揮車、整備回収車

対空火器搭載車

偵察車

（検討車種）

戦闘車

対空火器搭載車

偵察車

指揮車

人員輸送車等

各種車両

への

展開状況

－

２．５０～２．７５ｍ

約６．８～約７．５ｍ

～ ２２ｔ

－

日本

（イメージ図）

将来装輪戦闘車両

全 幅

全 長

重 量 １８．５ｔ１９．０ｔ１３．６ｔ
車

両
６．９６ｍ６．８３ｍ７．６５ｍ

２．６６ｍ２．９８ｍ２．９０ｍ

米（陸軍）、カナダ

デンマーク 他
ドイツ、オランダ 他ロシア 他装備化国

１９７７年

ドイツ
(ラインメタル・シスチー

ナ)

ＦＵＣＨＳシリーズ

２００３年

スイス（モワグ）

米(ｾﾞﾈﾗﾙ・ﾀﾞｲﾅﾐｸｽ・

ﾗﾝﾄﾞ・ｼｽﾃﾑｽﾞ)

ピラーニャⅢシリーズ
（Stryker（米））

１９８６年装備年度

ロシア
(ｺﾞｰﾘｷ・ﾒｶﾆｶﾙ・ﾌﾟﾗﾝﾄ)

開発国

（メーカ）

外 観

ＢＴＲ－８０シリーズ名 称

諸外国との技術比較（装輪装甲車） 別紙４



別紙4諸外国との技術比較（ＣＴＡ機関砲）

1994～2001

テレスコープ弾機関砲の研試

2003

将来装輪戦闘車両の研究試作開
始

2006

近接戦闘車用機関砲システムの
研究試作開始

調整破片弾、ＡＰＦＳＤＳ

ＣＴＡ

４０

日本

４０ｍｍＣＴＡ（将来

装輪戦闘車両～近接戦闘車）

ＣＴＡ

（焼尽ケース）
ＣＴＡ弾薬形態

ＨＥ、ＡＰＤＳＨＥ、ＡＰＦＳＤＳ弾種

1993

RMK30開始

1996

デモ射撃

2001

RMK30完成

2003 ～

車両用売り込み中

1994

ＣＴＡ International設
立

1996

口径40mmデモ

2001

車両搭載検討

研究・開発
の状況

３０４０口径（mm）

ドイツ

（ラインメタル）

フランス、イギリス、

アメリカ

（CTA International）

開発国

（メーカ）

ＲＭＫ３０ＣＴＷＳ名 称
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